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令和３ 年４ 月１ 日現在 ( 火災, 救急・ 救助, 通信は令和２ 年中)



備北地区消防組合は広島県の北東に位置し , 東は岡山県, 北は島根県, 鳥取県に接し ており , 管内面積は

広島県の約24％にあたる2, 024. 67㎞2と 広大な面積を 管轄し ています｡

中国地方を 横断する 中国山地の山陽側に位置する 当組合の地勢は, 北部においては, 道後山, 比婆山等の

1, 000ｍ級の高峰が連なり , 変化に富んだ自然環境を 形成し , 急峻な渓谷や棚田の広がる 美し い里山の景観

を 作り 出し ています｡ 庄原市には冬になる と 積雪が１ ｍを 超える豪雪地帯も あり , 三次市では夏に行われる

鵜飼や, 晩秋の霧の海など四季折々に変化する その姿は私達の目を 楽し ませてく れます｡

また, 日本海へ注ぐ 中国地方第一の川である 江の川の源は阿佐山を 源流と し ていますが, そのほと んどを

当地域に発し , 中流域の三次盆地で三支流を あわせています｡ 三次地方は古く から 山陽と 山陰を 結ぶ交通の

要衝と し て栄え, 中国横断自動車道尾道・ 松江線の全線開通によ り , ｢人・ 物・ 文化｣ の交流がますます活

発になっ ています｡



令和３ 年４ 月１ 日現在



２ 月14日 三次市消防本部消防署設置の政令指定を 受ける ( 告示第16号)

１ 月１ 日 三次市消防本部設置 ( 三次市十日市町2200番地の２ )

３ 月31日 三次市消防署設置 ( 〃) ( 職員数17人)

〃 広島県議会議員 原田豊氏から 消防ポン プ車 ( Ａ ２ 級, ニッ サン ) の寄贈を 受ける

３ 月 三次市消防署に消防ポン プ車 ( Ａ ２ 級, ニッ サン ) 配置

〃 職員６ 人増員 ( 職員数23人)

12月 生命保険協会から 救急車 ( ト ヨ タ ) の寄贈を 受ける

１ 月15日 三次市消防署 救急業務開始

〃 〃 消防無線電話設置

４ 月２ 日 職員４ 人増員 ( 職員数27人)

９ 月１ 日 三次市消防本部, 三次市消防署を 三次市十日市町1068番地の３ に移転

３ 月 三次市, 庄原市両市議会, 三次地区消防組合設立規約等議決

４ 月１ 日 三次地区消防組合設立許可 ( 広島県知事)

４ 月17日 庄原市, 消防本部消防署設置の政令指定を 受ける ( 告示第62号)

９ 月30日 庄原消防署庁舎完成 ( 庄原市本町1555番地の１ )

10月１ 日 三次地区消防組合消防本部, 三次消防署, 庄原消防署発足 ( 職員数46人)

11月 消防本部に指揮広報車 ( マツ ダ) 配置

３ 月11日 庄原消防署に消防ポンプ車 ( Ａ ２ 級, ニッ サン) 配置

〃 〃 に小型動力ポン プ ( ト ーハツ ) 購入

３ 月 庄原消防署 消防無線電話開設

４ 月１ 日 職員５ 人増員 ( 職員数51人)

９ 月20日 日本船舶振興会から 救急車 ( ２ Ｂ 型, ト ヨ タ ) の寄贈を 受け, 庄原消防署に配置

10月１ 日 庄原消防署, 救急業務開始

12月１ 日 三次消防署, 庄原消防署に水槽付消防ポン プ車 ( Ａ ２ 級, いすゞ ) 配置

〃 三次消防署に搬送車 ( マツ ダ) 配置

４ 月１ 日 職員３ 人増員 ( 職員数54人)

５ 月15日 庄原消防署に指揮広報車 ( マツダ) 配置

７ 月12日 広島県北一帯未曾有の大水害に襲われる

４ 月１ 日 職員２ 人増員 ( 職員数56人)

10月10日 三次消防署に消防ポンプ車 ( Ａ ２ 級, ニッ サン) 配置

２ 月１ 日 庄原消防署 庁舎改築

３ 月26日 日本損害保険協会から 救急車 ( ３ Ｂ 型, ニッ サン ) の寄贈を 受け, 三次消防署に配置

４ 月１ 日 職員10人増員 ( 職員数66人)



４ 月１ 日 三次消防署 庁舎改築

５ 月10日 三次消防署に指揮広報車 ( マツダ) 配置

〃 庄原消防署に搬送車 ( ニッ サン) 配置

１ 月10日 比婆郡５ 町と 集団事故救急業務応援協定の締結

４ 月１ 日 消防署機構改革実施

７ 月 三次市, 庄原市, 東城町各市町議会, 三次地区消防組合規約変更を 議決し , 三次地区消防

組合に東城町加入

８ 月１ 日 三次地区消防組合規約変更許可 ( 広島県知事)

９ 月２ 日 東城消防署要員と し て, 職員２ 人増員 ( 職員数68人)

９ 月６ 日 三次消防署, 庄原消防署に林野火災用簡易ポンプ配置

９ 月20日 日本消防協会から 救急車 ( ２ Ｂ 型, ニッ サン ) の寄贈を 受け, 庄原消防署に配置

10月１ 日 東城町加入に伴う 消防本部増強と し て, 職員２ 人増員 ( 職員数70人)

10月14日 消防本部に指揮広報車 ( ニッ サン ) 配置

11月16日 東城消防署要員と し て, 職員１ 人増員 ( 職員数71人)

１ 月４ 日 東城消防署要員と し て, 職員５ 人増員 ( 職員数76人)

３ 月25日 東城消防署庁舎完成

４ 月１ 日 東城消防署要員と し て, 職員12人増員 ( 職員数89人)

〃 東城消防署発足 ( 比婆郡東城町109の５ ) により １ 本部, ３ 消防署と なる

〃 東城消防署 消防無線電話開設

４ 月４ 日 東城町, 消防本部消防署設置の政令指定を 受ける ( 告示第60号)

８ 月30日 神石郡神石町と 救急業務応援協定締結

９ 月18日 東城消防署に消防ポンプ自動車 ( Ａ ２ 級, ニッ サン ) 配置

10月１ 日 兼務であっ た庄原消防署長を 専任と し たため, 職員１ 人増員 ( 職員数90人)

10月16日 日本道路公団と 中国自動車道救急業務に関する覚書を 締結

10月20日 日本消防協会から 広報車 ( 三菱) の寄贈を 受け, 東城消防署に配置

10月28日 中国自動車道における消防活動を 円滑に処理する ため, 阿新広域事務組合と 消防相互応援

協定を 締結

〃 中国自動車道開通

１ 月４ 日 中国自動車道の救急要員と し て職員７ 人増員 ( 職員数96人)

３ 月15日 三次消防署に消防ポンプ自動車 ( Ｂ １ 級, いすゞ ) 配置

９ 月11日 日本消防協会から 救急車 ( ２ Ｂ 型, ト ヨ タ ) の寄贈を 受け, 三次消防署に配置

５ 月20日 消防本部, 庄原消防署の指揮広報車を 更新 ( マツ ダルーチェ )

10月20日 三次市が東洋工業株式会社から 寄贈を 受けた連絡車 ( マツ ダフ ァ ミ リ ア) を 消防本部に移

管配置

12月17日 東城消防署に水槽付消防ポン プ自動車 ( Ａ ２ 級, 日野) 配置

12月24日 三次消防署の小型動力ポン プ積載車を 更新 ( マツ ダタ イ タ ン )

２ 月４ 日 庄原消防署に消防ポンプ自動車 ( Ｂ １ 級, いすゞ ) 配置

２ 月22日 東城消防署に救急車 ( ２ Ｂ 型, ニッ サン ) 配置

３ 月25日 庄原消防署の小型動力ポン プ積載車を 更新 ( ニッ サンサフ ァ リ )

〃 東城消防署に小型動力ポン プ積載車 ( ニッ サンサフ ァ リ ) 配置



３ 月 三次市, 庄原市, 東城町, 双三郡君田村・ 布野村・ 作木村・ 吉舎町・ 三良坂町・ 三和町,

比婆郡西城町・ 高野町・ 比和町・ 口和町, 甲奴郡甲奴町・ 総領町のそれぞれの議会は, 三

次地区消防組合の規約を 変更し , 従来の２ 市１ 町に12町村を 加え, 名称を 備北地区消防組

合と 議決し た

４ 月１ 日 三次地区消防組合規約変更許可 ( 広島県知事)

〃 備北地区消防組合と 名称変更する ( ２ 市, 10町, ３ 村管轄)

〃 出張所要員と し て73人増員 ( 職員数167人)

４ 月２ 日 双三郡君田村・ 布野村・ 作木村・ 吉舎町・ 三良坂町・ 三和町, 比婆郡西城町・ 高野町・ 口

和町・ 比和町, 甲奴郡甲奴町・ 総領町は消防本部, 消防署設置の政令指定を 受ける ( 告示

第78号)

４ 月22日 三次消防署に指揮広報車 ( マツダルーチェ ) 配置

６ 月25日 三次消防署に気象観測装置導入

６ 月30日 消防本部, 三次消防署庁舎竣工

〃 東城消防署庁舎竣工 ( 比婆郡東城町大字川東1175番地)

〃 消防本部, 三次消防署に広島県防災行政無線設置

７ 月１ 日 消防本部へ職員７ 人増員 ( 職員数174人)

９ 月１ 日 消防本部に課制 ( 庶務, 予防, 警防) を , 消防署に出張所を 設ける

９ 月17日 ７ 出張所配置分と し て消防ポンプ自動車 ( Ｂ Ｄ －Ｉ 型, ニッ サン サフ ァ リ ) ７ 台購入

９ 月22日 ７ 出張所配置分と し て救急自動車 ( ２ Ｂ 型, ニッ サンホーミ ー) ７ 台購入

９ 月30日 三次消防署作木出張所・ 吉舎出張所・ 三和出張所・ 口和出張所・ 甲奴出張所・ 庄原消防署

西城出張所・ 高野出張所庁舎竣工

〃 三次消防署に救急指令装置導入

10月１ 日 三次消防署作木出張所・ 吉舎出張所・ 三和出張所・ 口和出張所・ 甲奴出張所・ 庄原消防署

西城出張所・ 高野出張所業務開始

３ 月２ 日 消防庁長官表彰竿頭綬を 受ける

４ 月１ 日 広島県消防設備管理協会備北支所開設 ( 消防本部予防課内)

４ 月28日 東城消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダルーチェ )

８ 月10日 日本消防協会から 指揮広報車 ( ト ヨ タ カ リ ーナバン ) の寄贈を 受け消防本部に配置

10月22日 三次消防署に化学消防車 ( Ⅱ型, 三菱フ ソ ー) 配置

12月20日 広島県同栄社共済連から 救急車 ( ２ Ｂ 型, ト ヨ タ ハイ エース) の寄贈を 受け庄原消防署に

配置

３ 月30日 庄原消防署庁舎竣工 ( 庄原市新庄町396の１ 番地)

〃 庄原消防署に救急指令装置導入

〃 ７ 出張所にＣ １ 級小型動力ポンプ配置

２ 月13日 三次消防署の救急車を 更新 ( ２ Ｂ 型, ト ヨ タ ハイ エース)

２ 月15日 三次消防署作木出張所, 庄原消防署高野出張所の救急車を 更新 ( ２ Ｂ 型いすゞ フ ァ ーゴ４

ＷＤ )

８ 月26日 日本損害保険協会から 消防ポンプ車 ( Ｂ Ｄ －Ｉ ニッ サン ) の寄贈を 受け三次消防署に配置

10月28日 三次消防署口和出張所, 庄原消防署西城出張所の救急車を 更新 ( ２ Ｂ 型いすゞ フ ァ ーゴ４

ＷＤ )

11月27日 庄原消防署に化学消防車Ⅱ型 ( 三菱フ ソ ー) 配置

３ 月26日 三次消防署に30ｍはし ご付消防自動車 ( ニッ サン ) 配置



７ 月17日 三次消防署に折り たたみ式アルミ ボート 配置

10月１ 日 広島県内消防広域相互応援協定を 締結

〃 広島県内高速自動車道相互応援協定を 締結

１ 月11日 消防本部の査察広報車を 更新 ( マツ ダボン ゴ４ ＷＤ )

３ 月15日 東城消防署に救急指令装置を 導入

３ 月24日 江津市外７ 町村消防組合と 県境隣接広域消防相互応援協定を 締結

３ 月 三次市, 庄原市, 東城町, 双三郡君田村・ 布野村・ 作木村・ 吉舎町・ 三良坂町・ 三和町,

比婆郡西城町・ 高野町・ 比和町・ 口和町, 甲奴郡甲奴町・ 総領町のそれぞれの議会は分担

金の支弁方法について, 備北地区消防組合の規約の一部変更を 議決し た

４ 月１ 日 消防本部, 消防署欠員補充のため職員６ 人採用 ( 職員数172人)

〃 三次消防署に特別救助隊設置

５ 月10日 備北地区消防組合規約変更許可 ( 広島県知事)

５ 月11日 消防本部に公用車 ( マツ ダルーチェ ) 配置

12月19日 庄原消防署に消防ポンプ車 ( Ｃ Ｄ －Ｉ 型, いすゞ ４ ＷＤ ) 配置

１ 月８ 日 元号, 平成と なる

３ 月20日 三次消防署作木出張所に無線中継局設置

３ 月29日 三次消防署に救助工作車 ( Ⅱ型, 日野レ ン ジャ ー) 配置

11月11日 広島県同栄社共済農業協同組合連合会から 救急車 ( ２ Ｂ 型, ニッ サンキャ ラ バン ) の寄贈

を 受け庄原消防署に配置

12月26日 庄原消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダボン ゴ４ ＷＤ )

12月27日 三次消防署吉舎出張所, 甲奴出張所の救急車を 更新 ( ２ Ｂ 型, ニッ サン４ ＷＤ )

３ 月14日 三次消防署に訓練塔建設

５ 月16日 消防本部の指揮広報車を 更新 ( マツ ダフ ァ ミ リ ア４ ＷＤ )

９ 月13日 日本防火協会から 防火広報車 ( いすゞ フ ァ ーゴ) を 備北地区消防組合幼少年婦人防火委員

会に寄贈を 受ける

10月26日 東城消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダボン ゴ４ ＷＤ )

12月18日 三次消防署三和出張所の救急車を 更新 ( ２ Ｂ 型, ト ヨ タ ４ ＷＤ )

２ 月28日 東城消防署のポン プ車を 更新 ( Ｃ Ｄ －Ｉ 型, 三菱４ ＷＤ )

３ 月28日 庄原消防署に訓練塔建設

４ 月１ 日 消防本部, 消防署欠員補充のため職員４ 人採用 ( 職員数172人)

７ 月23日 三次消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダボン ゴ４ ＷＤ )

９ 月９ 日 広島県同栄社共済農業協同組合連合会から 救急車 ( ２ Ｂ 型, ニッ サンキャ ラ バン ４ ＷＤ )

の寄贈を 受け東城消防署に配置

12月３ 日 東城消防署に大型油圧救助器具を 導入

12月24日 三次消防署のポン プ車を 更新 ( Ｃ Ｄ －Ｉ 型, いすゞ ４ ＷＤ )

３ 月９ 日 庄原消防署に救助工作車 ( Ｉ 型, いすゞ ４ ＷＤ ) 配置

４ 月１ 日 消防本部, 消防署欠員補充のため職員４ 人採用 ( 職員数173人)

５ 月 消防本部に, 各種事務能力の向上を 図る ため, パーソ ナルコ ンピ ュ ータ ( Ｎ Ｅ Ｃ , Ｐ Ｃ －

9801Ｆ Ａ ) を 導入

６ 月10日 消防本部の指揮広報車を 更新 ( マツ ダカ ペラ カ ーゴ４ ＷＤ )

10月19日 庄原消防署高野出張所の救急車を 更新 ( ２ Ｂ 型, ト ヨ タ ４ ＷＤ )



11月27日 東城消防署の小型動力ポン プ積載車を 更新 ( ニッ サンアト ラ ス４ ＷＤ )

12月 三次市, 庄原市, 東城町, 双三郡君田村・ 布野村・ 作木村・ 吉舎町・ 三良坂町・ 三和町,

比婆郡西城町・ 高野町・ 比和町・ 口和町, 甲奴郡甲奴町・ 総領町のそれぞれの議会は, 備

北地区消防組合の規約の変更を し , 従来の消防に関する 事務にふる さ と 市町村圏に関する

事務を 加え, 名称を 備北地区消防広域行政組合と 議決し た

２ 月１ 日 備北地区消防組合規約変更許可 ( 広島県知事)

〃 備北地区消防広域行政組合と 名称変更する

２ 月15日 備北地区消防組合設立10周年並びに備北地区消防広域行政組合発足記念式典を 開催

４ 月１ 日 備北地区消防広域行政組合職員定数条例改正 ( 職員定数 ｢175人｣ から ｢201人｣ と する)

〃 消防本部, 消防署の事務量増によ る 要員確保のため, 職員10人採用 ( 職員数182人)

７ 月26日 三次消防署の資機材搬送車を 更新 ( マツ ダボンゴブローニー４ ＷＤ )

12月20日 三次消防署作木出張所, 庄原消防署西城出張所の救急車を更新 ( ２ Ｂ 型, ニッ サンホーミ ー

４ ＷＤ )

２ 月17日 三次消防署の救急車を 更新 ( ２ Ｂ 型, ニッ サンキャ ラ バン )

３ 月30日 東城消防署に救助工作車 ( Ｉ 型, いすゞ ４ ＷＤ ) 配置

４ 月１ 日 消防本部, 消防署の事務量増によ る 要員確保のため, 職員10人採用 ( 職員数192人)

８ 月25日 第23回全国消防救助技術大会 ｢斜めブリ ッ ジ救助の部｣ 出場 ( 京都市)

12月20日 庄原消防署及び三次消防署口和出張所の救急車を 更新 ( ２ Ｂ 型, ト ヨ タ ４ ＷＤ )

１ 月17日 阪神・ 淡路大震災に伴う 応援出動

４ 月１ 日 消防本部, 消防署の事務量増によ る 要員確保のため, 職員８ 人採用 ( 職員数200人)

５ 月24日 救急救命士, 第１ 号誕生

８ 月25日 第24回全国消防救助技術大会 ｢ロ ープ応用登はんの部｣ 出場 ( 北九州市)

２ 月７ 日 東城消防署の水槽付消防ポン プ自動車を 更新 ( 水Ｉ －Ａ 型, 三菱フ ソ ー)

２ 月27日 三次消防署に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

３ 月22日 庄原消防署に25ｍはし ご付消防ポン プ自動車 ( 日野) 配置

３ 月27日 庄原消防署はし ご付消防ポン プ自動車導入に伴う 庁舎増築竣工

４ 月１ 日 備北地区消防広域行政組合職員定数条例改正 ( 職員定数 ｢201人｣ から ｢210人｣ と する)

〃 三次消防署, 救急救命士業務開始

８ 月28日 当消防組合初の総合防災訓練実施

10月１ 日 消防職員委員会設置

２ 月19日 三次消防署の化学消防車を 更新 ( 日野)

２ 月21日 庄原消防署に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

２ 月27日 庄原消防署西城出張所の消防ポン プ自動車を 更新 ( ＭＳ Ｔ －Ｉ 型, 日野４ ＷＤ )

２ 月28日 三次消防署吉舎出張所の消防ポン プ自動車を 更新 ( ＭＳ Ｔ －Ｉ 型, 日野４ ＷＤ )

３ 月27日 消防本部通信指令棟竣工

４ 月１ 日 消防本部, 消防署の事務量増によ る 要員確保のため, 職員５ 人採用 ( 職員数205人)

〃 庄原消防署, 救急救命士業務開始

６ 月12日 第20回全国消防職員意見発表会出場

２ 月５ 日 東城消防署に高規格救急車 ( いすゞ スーパーメ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

２ 月26日 三次消防署作木出張所, 庄原消防署高野出張所の消防ポンプ自動車を 更新 ( ＭＳ Ｔ －Ｉ 型,



日野４ ＷＤ )

３ 月１ 日 東城消防署, 救急救命士業務開始

３ 月９ 日 三次消防署吉舎出張所に高規格救急車 ( いすゞ スーパーメ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

３ 月16日 三次消防署吉舎出張所, 救急救命士業務開始

３ 月25日 消防緊急通信指令施設完成

４ 月１ 日 消防本部通信指令課新設

〃 職員の欠員補充のため３ 人採用 ( 職員207人)

５ 月１ 日 消防緊急通信指令施設運用開始

６ 月５ 日 第21回全国消防職員意見発表会出場

11月９ 日 携帯電話から 119番通報受付開始

２ 月25日 三次消防署三和出張所・ 口和出張所・ 甲奴出張所の消防ポン プ自動車を 更新 ( Ｃ Ｄ －Ⅰ型

いすゞ ４ ＷＤ )

〃 消防本部の指揮車を 更新 ( マツダプロシート )

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため６ 人採用 ( 210人)

〃 緊急通報システム事業運用開始

〃 言語及び聴覚障害者等から の福祉フ ァ ク シミ リ 119番通報受付開始

９ 月３ 日 日本損害保険協会から 消防ポンプ自動車 ( Ｃ Ｄ －Ｉ 型, 三菱４ ＷＤ ) の寄贈を 受け, 庄原

消防署に配置

12月６ 日 三次消防署甲奴出張所に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

１ 月19日 三次消防署の消防ポンプ自動車を 更新 ( Ｃ Ｄ －Ｉ 型, 三菱４ ＷＤ )

３ 月31日 鳥取県西部広域行政管理組合消防局と 消防相互応援協定を 締結

５ 月29日 三次消防署三和出張所に高規格救急車 ( ニッ サン パラ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

７ 月28日 東城消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダフ レ ンディ ４ ＷＤ )

８ 月23日 備北地区総合防災訓練

１ 月31日 三次消防署吉舎出張所・ 三和出張所・ 甲奴出張所に事務連絡車 ( マツダスク ラ ム４ ＷＤ )

配置

２ 月28日 東城消防署無線中継局整備

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため３ 人採用 ( 209人)

５ 月17日 三次消防署作木出張所, 庄原消防署高野出張所に事務連絡車 ( マツ ダスク ラ ム４ ＷＤ ) 配置

６ 月18日 三次消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダフ レ ンディ ４ ＷＤ )

12月12日 庄原消防署高野出張所に高規格救急車 ( ニッ サン パラ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

５ 月21日 三次消防署口和出張所, 庄原消防署西城出張所に事務連絡車 ( マツ ダスク ラ ム４ ＷＤ ) 配置

12月19日 三次消防署作木出張所に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため７ 人採用 ( 208人) 女性消防吏員誕生

５ 月12日 備北地区消防広域行政組合規約変更許可 ( 広島県知事)

〃 副管理者に三次市助役が加わる ( 副管理者15人)

９ 月１ 日 広島県総合防災訓練

12月16日 三次消防署口和出張所に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

３ 月 庄原市, 西城町, 東城町, 口和町, 高野町, 比和町, 総領町のそれぞれの議会は, 構成市

町村合併に伴い, ｢三次市, 君田村, 布野村, 作木村, 吉舎町, 三良坂町, 三和町, 甲奴町｣



が脱退し , 新に ｢三次市｣ と し て加入する 備北地区消防広域行政組合規約の変更を 議決し た

４ 月１ 日 備北地区消防広域行政組合規約変更許可 ( 広島県知事)

三次市, 君田村, 布野村, 作木村, 吉舎町, 三良坂町, 三和町, 甲奴町が合併, 新 ｢三次

市｣ と し て加入し ２ 市６ 町で組織する ( 副管理者８ 人)

〃 職員の欠員補充のため５ 人採用 ( 職員数210人)

８ 月26日 第33回全国消防救助技術大会 ｢斜めブリ ッ ジ救助の部｣ 出場 ( 兵庫県三木市)

３ 月 三次市, 庄原市, 西城町, 東城町, 口和町, 高野町, 比和町, 総領町のそれぞれの議会は,

｢庄原市, 西城町, 東城町, 口和町, 高野町, 比和町, 総領町｣ の合併に伴い, 構成団体

が減少する 備北地区消防広域行政組合規約の変更を 議決し た

３ 月28日 庄原消防署の化学消防ポン プ自動車を 更新 ( 日野)

３ 月30日 備北地区消防広域行政組合規約変更許可 ( 広島県知事)

〃 庄原消防署西城出張所に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

３ 月31日 組合は, 三次市・ 庄原市の２ 市で組織する ( 副管理者２ 人, 組合議員16人)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため５ 人採用 ( 職員数210人)

６ 月 気管挿管認定救命士運用開始

９ 月29日 備北地区消防広域行政組合規約変更許可 ( 広島県知事) [ 火薬類及び高圧ガスの設置許可

等に係る 県から の権限移譲]

10月13日 消防本部の指揮広報車を 更新 ( マツ ダフ ァ ミ リ ア４ ＷＤ )

12月９ 日 三次消防署に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

３ 月31日 備北地区消防広域行政組合規約変更許可 ( 広島県知事) [ 収入役 ( 三次市収入役) の用語

等の変更]

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため９ 人採用 ( 職員数211人)

６ 月 薬剤投与認定救命士運用開始

８ 月24日 第35回全国消防救助技術大会 ｢はし ご登はんの部｣ 出場 ( 札幌市)

３ 月９ 日 庄原消防署に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

３ 月27日 三次消防署に災害対応特殊消防ポン プ自動車 ( 日野) 配置

３ 月29日 東城消防署に消防ポンプ自動車 ( 日野) 配置

３ 月 三次市・ 庄原市両市議会は, ふる さ と 市町村圏に関する 事務を 廃止し , 備北地区消防組合

に名称変更する 備北地区消防広域行政組合規約の変更を 議決し た

３ 月29日 備北地区消防広域行政組合規約変更許可 ( 広島県知事)

４ 月１ 日 備北地区消防組合と 名称変更する

〃 職員の欠員補充のため５ 人採用 ( 職員数211人)

７ 月20日 消防本部の指揮広報車を 更新 ( マツ ダプレ マシー４ ＷＤ )

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため６ 人採用 ( 職員数210人)

10月21日 平成20年度総合防災訓練

11月20日 東城消防署に高規格救急車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ ) 配置

２ 月25日 三次消防署の救助工作車を 更新 ( 日野)

３ 月27日 備北地区消防組合規約変更許可 ( 広島県知事) [ 消防組合を 構成する 三次市の機構改革に

伴なう 条文の変更]

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため４ 人採用 ( 職員数211人)

８ 月20日 第38回全国消防救助技術大会 ｢はし ご登はんの部｣ 出場 ( 横浜市)



11月30日 三次消防署吉舎出張所の高規格救急車を 更新 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ )

２ 月２ 日 三次消防署の30ｍはし ご付消防自動車を 更新 ( 日野)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため６ 人採用 ( 職員数211人)

７ 月16日 庄原市ゲリ ラ 豪雨災害

10月28日 三次消防署の資機材搬送車を 更新 ( マツ ダタ イ タ ン ４ ＷＤ )

11月28日 組合消防設立40周年記念式典を 開催

３ 月12日 東日本大震災に伴う 緊急消防援助隊派遣 ( 宮城県名取市, 延べ70人)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため５ 人採用 ( 職員数210人)

７ 月４ 日 消防本部に予防査察車 ( マツ ダプレ マシー) を 配置

８ 月１ 日 高機能消防指令セン タ ー運用開始

９ 月９ 日 全国共済農業協同組合連合会広島県本部から 高規格救急自動車 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク

４ ＷＤ ) の寄贈を 受け三次消防署甲奴出張所に配置

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため14人採用 ( 職員数211人)

１ 月31日 三次消防署吉舎出張所に消防ポン プ自動車を 更新 ( 日野)

３ 月11日 庄原消防署に救助工作車を 更新 ( 日野)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため４ 人採用 ( 職員数209人)

７ 月１ 日 消防本部の公用車を 更新 ( マツダビ アン テ)

７ 月４ 日 三次消防署吉舎事務連絡車・ 三和事務連絡車・ 甲奴事務連絡車を 更新 ( マツ ダスク ラ ムバ

ン )

９ 月３ 日 庄原消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダビ アンテ)

９ 月26日 消防救急デジタ ル無線設備整備 ( 共通波)

10月15日 庄原消防署高野出張所の高規格救急車を 更新 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ )

２ 月４ 日 庄原消防署西城出張所の消防ポン プ自動車を 更新 ( 日野)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため10人採用 ( 職員数209人)

６ 月17日 庄原消防署高野出張所の事務連絡車を 更新 ( マツ ダスク ラ ムバン )

７ 月10日 東城消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダビ アンテ)

８ 月20日 広島市豪雨災害に伴う 広島県内広域消防相互応援活動によ る 職員派遣 ( 延べ102人)

10月９ 日 三次消防署口和出張所の消防ポン プ自動車を 更新 ( 日野)

１ 月23日 三次消防署三和出張所の高規格救急車を 更新 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ )

３ 月27日 消防救急デジタ ル無線設備整備 ( 活動波)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため10人採用 ( 職員数208人)

〃 消防救急デジタ ル無線システムの運用開始

５ 月23日 第38回全国消防職員意見発表会出場

５ 月27日 三次消防署作木出張所, 口和出張所及び庄原消防署西城出張所の事務連絡車を 更新 ( マツ

ダスク ラ ムバン )

７ 月 心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液, 血糖測定並びに低血糖発作症

例へのブド ウ糖溶液の投与の運用開始

10月30日 三次消防署及び三次消防署作木出張所の高規格救急車を 更新 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ Ｗ

Ｄ )

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため16人採用 ( 職員数211人)



８ 月24日 第45回全国消防救助技術大会 ｢ロ ープブリ ッ ジ救出の部｣ 出場

( 松山市)

９ 月27日 庄原消防署に災害対応特殊消防ポン プ自動車 ( 日野) 配置

11月15日 三次消防署の化学消防ポン プ自動車を 更新 ( Ⅱ型, 日野)

２ 月27日 消防救急無線アナロ グ施設撤去 ( 管内全域)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため５ 人採用 ( 職員数209人)

６ 月30日 三次消防署の指揮広報車を 更新 ( マツダ ボンゴバン)

７ 月６ 日 九州北部豪雨災害に伴う 緊急消防援助隊派遣 ( 福岡県朝倉市及び東峰村, 延べ44人)

10月１ 日 平成29年度広島県総合防災訓練 ( 三次市)

12月18日 庄原消防署高野出張所の消防ポン プ自動車を 更新 ( 日野)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため11人採用 ( 職員数211人)

７ 月６ 日 広島県内各地で集中豪雨によ り 大規模災害が発生 ( 平成30年７ 月豪雨)

～７ 日

９ 日 平成30年７ 月豪雨災害に伴う 広島県内広域消防相互応援活動によ る 職員派遣 ( 安芸郡坂町

小屋浦延べ154人)

９ 月12日 三次消防署の消防ポンプ自動車を 更新 ( 日野)

９ 月20日 三次消防署作木出張所の消防ポン プ自動車を 更新 ( 日野)

10月24日 三次消防署口和出張所の高規格救急車を 更新 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ )

12月13日 三次消防署甲奴出張所新庁舎竣工 ( 三次市甲奴町西野40番地１ )

２ 月１ 日 三次消防署甲奴出張所新庁舎にて業務開始

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため12人採用 ( 職員数211人)

５ 月１ 日 元号, 令和と なる

７ 月１ 日 東城町商工会から 東城消防署の資機材搬送車 ( いすゞ ) の寄贈を 受け, 運用開始

９ 月３ 日 無人航空機２ 機を 導入

11月28日 日本損害保険協会から 高規格救急車 ( 車体) の寄贈を 受け, 庄原消防署西城出張所の高規

格救急車を 更新 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ )

12月21日 庄原消防署資機材搬送車を 更新 ( いすゞ )

１ 月27日 東城消防署水槽付き 消防ポン プ自動車を 更新 ( 日野)

４ 月１ 日 職員の欠員補充のため７ 人採用 ( 職員数210人)

10月27日 備北地区消防組合創立50周年記念式典を 開催

11月１ 日 庄原消防署のはし ご車を 13ｍブーム付き 消防多目的自動車に更新 ( 日野)

12月11日 三次消防署の高規格救急車を 更新 ( ト ヨ タ ハイ メ ディ ッ ク ４ ＷＤ )





総 務 編

組 織……………………… 1 本部 3 署 7 出張所

職 員 数……………………………………… 211 人

令 和 ３ 年 度 当 初 予 算 額……………………………… 2,034,622 千円

（ 令和３ 年３ 月）

職員研修会「 明確な目的と 達成するための目標」





( 令和３ 年４ 月１ 日現在)





組合議会議長

消 防 長



( △はマイ ナス)

( 単位： 千円)

( 単位： 千円)



※再任用の階級は士長で, 短時間勤務者は実員数には含めず｡

令和３ 年４ 月１ 日現在

令和３ 年４ 月１ 日現在



令和３ 年４ 月１ 日現在

( 平均年齢 36. 2才)

令和３ 年４ 月１ 日現在





令和２ 年度

※体力賞： 新型コ ロ ナウイ ルス感染症予防対策のため, 体力測定未実施



令和３ 年４ 月１ 日現在



４ 月 定期人事異動

広島県消防長会意見発表会 ( 動画審査)

幼少年女性防火委員会 ( 書面会議)

５ 月 備北地区危険物安全協会理事会・ 研修会・ 総会 ( 書面会議)

備北地区消防組合議会臨時会

６ 月 危険物安全週間

７ 月 消防職員研究発表会

８ 月 消防職員委員会

広島県消防長会消防法令違反是正事例研究会 ( 書面会議)

10月 人事異動

甲種防火管理再講習

備北地区消防組合創立50周年記念式典

消防技術大会

11月 秋季火災予防運動

危険物取扱者保安講習 ( 前期)

12月 危険物取扱者保安講習 ( 後期)

備北地区消防組合議会定例会

２ 月 備北地区消防組合議会議員研修会

３ 月 春季火災予防運動

職員意見発表会

備北地区消防組合議会定例会

職員研修会



防　 火　 対　 象　 物　 数…………………………………… 4,009…施設

危　 険　 物　 施　 設　 数……………………………………… 484…施設

第１ 回幼年消防ク ラ ブ消防写生大会（ 聖慈保育所幼年消防ク ラ ブ）

「 おう ち時間　 家族で点検　 火の始末」

令和３ 年度全国統一防火標語

予 防 編





( 令和３ 年３ 月31日現在)



( 令和２ 年度)



( 令和２ 年度)

( 令和２ 年度)

※ ｢その他の防火指導｣ と は, 地域行事への参加等





( 令和３ 年３ 月31日現在)





( 令和３ 年３ 月31日現在)



( 令和３ 年３ 月31日現在)



( 令和２ 年度)



( 令和２ 年度)



( 令和２ 年度)

( 令和２ 年度)



( 令和２ 年度)



( 令和２ 年度)

※世帯数は令和３ 年４ 月１ 日現在のも の ( ) 内は, 一人暮ら し 高齢者



( 令和２ 年度)

※ ｢その他の啓発活動｣ と は, 防災啓発フ ェ ア等



令和３ 年４ 月１ 日現在

( 32団体・ ク ラ ブ員1,606人)



( ６ 団体・ ク ラ ブ員201人)

( ７ 団体・ ク ラ ブ員453人)



火 災 件 数………………………………………… 57 件

焼 損 棟 数………………………………………… 44 棟

焼 損 面 積 （ 建 物 ）……………………………………… 1,579㎡

焼 損 面 積 （ 林 野 ）………………………………………… 242…a

損 害 額……………………………… 5,362 万 8 千円

一 件 当 た り 損 害 額………………………………… 94 万 1 千円

り 災 人 員………………………………………… 31 人

死 者…………………………………………… 1 人

負 傷 者…………………………………………… 8 人

《 令和２ 年中の火災発生状況》

　 令和２ 年中の火災件数は 57 件で， 前年と 比較すると 15 件減少し ， 火災原因のト ッ プは，

35 件の「 たき 火」 で全体の６ 割以上を 占めています。

　 火災による 死者は 1 人で， 前年と 比較する と １ 人減少， 負傷者は８ 人で前年と 比較する

と ２ 人減少し まし た。 死者の１ 人は， 初期消火中に着衣に着火し ， 慌てたこ と によ り 川に

転落し 溺水と なっ たも のでし た。 負傷者の主な原因は初期消火中における 負傷と 着衣着火

によるも のでし た。

警 防 編









※
出

火
率

：
人
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数
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1
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80
人

庄
原

市
の

集
計

時
点

人
口

3
4
,7

88
人





( △はマイ ナス)





救 急 出 場 件 数……………………………………… 3,948 件

１ 日 平 均 出 場 件 数…………………………………………10.8 件

搬 　 送 　 人 　 員……………………………………… 3,774 人

救 助 出 動 件 数………………………………………… 53 件

救 助 活 動 件 数………………………………………… 32 件

山岳救助訓練
広島市消防航空隊と 連携し ， 山岳救助訓練を 実施

救 急・ 救 助 編

















( △はマイ ナス)
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※ 気管挿管は平成 年６ 月から 可能と なっ た｡

※ 薬剤 ( エピネフ リ ン) 投与は平成 年４ 月から 可能と なっ た｡

※ 心肺停止前の静脈路確保及び輸液, 薬剤 ( ブド ウ糖投与) は平成 年７ 月から 可能と なっ た｡





令和２ 年度導入

庄原消防署

多目的消防ポンプ自動車

（ MVF)

消 防 ポ ン プ 車………………………………………… 15 台

化 学 車…………………………………………… ２ 台

は し ご 車…………………………………………… 1 台

救 助 工 作 車…………………………………………… ２ 台

高 規 格 救 急 自 動 車………………………………………… 15 台

そ の 他 の 自 動 車………………………………………… 19 台

消 防 施 設 編





Ⅱ

( 令和３ 年４ 月１ 日現在)



Ⅱ



( 令和３ 年４ 月１ 日現在)



( 令和３ 年４ 月１ 日現在)

※ 消火栓については, 消防水利の基準に該当するも のを 計上



１ １ ９ 番 受 信 件 数………………………………… ５ ，９ ８ ７ 件

緊急通報システム受信件数……………………………………… ７ ７ ８ 件

Ｆ Ａ Ｘ ・ Ｅ メ ール・ Ｎ Ｅ Ｔ …………………………………………… ２ 件

通 信・ 気 象 編











( 令和３ 年４ 月１ 日現在)



( 令和２ 年中)

※１ 中段 ( ) は, 携帯電話, 下段 [ ] は, ・ メ ール・ によ る着信の内数を 示す｡
２ 他災害は, 水害・ 油漏洩・ 警戒等を いう ｡
３ その他は, 通報訓練, 隣接消防本部への転送を いう ｡
４ 比率は, 小数点第２ 位を 四捨五入し た｡



その他の消防本部： 北広島, 鳥取西部, 松江, 廿日市, 倉敷

( 令和２ 年中)



( 令和２ 年中)

※ 加入者数は令和２ 年12月31日現在



( 令和２ 年中)



( 令和２ 年中)



(
令

和
２

年
中

)

※
気

圧
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つ
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,
現

地
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圧
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高
1
5
6
ｍ

)



消 防 団 数……………………………………………… 2

（ 方 面 隊 ）…………………………………………… 15

団 員 数 （ 実 数 ）………………………………………3,055 人

消 防 団 編



( 令和３ 年４ 月１ 日現在)



( 令和３ 年４ 月１ 日現在)



( 令和３ 年４ 月１ 日現在)


